
Gemini 3 Pro による知的財産業務の変革 

Grok4 
2025 年 11 月にリリースされた Google Gemini 3 Pro は、推論能力、マルチモーダル処理
（テキスト・画像・動画・音声のネイティブ同時理解）、1Mトークン（約 75 万～100 万語
相当）の大規模コンテキストウィンドウにおいて、前世代（Gemini 2.5 Pro）を大幅に上回
る性能向上を達成した。これにより、従来の AI では実用的でなかった高度な知的財産業務
が、初めて信頼性・効率性ともに実務レベルで実行可能になった。特に特許調査・権利化・
侵害判断・ポートフォリオ管理の分野で劇的な変革が起きている。 
 

主な変革ポイント 

- 特許図面・フローチャート・動画マニュアルを「理解」しながらテキストと同時に解析可
能になり、従来のテキストオンリーAI では不可能だった「図面ベースの先行技術調査」が
実用的になった。 
- 数千ページの包袋（訴訟記録）や特許ファミリー全体、数百件の先行技術文献を一括投入
し、矛盾点・引用関係・技術的差異を正確に抽出可能になった。 
- 高度な法的推論により、クレーム解釈→構成要件対比表（クレームチャート）自動生成→
侵害/非侵害/无效論理の構築までを一気通貫で支援できるようになった。 
- キーワード依存の従来検索を超え、真の概念検索・新規性/進歩性予備判断が精度高く実
行可能になった。 
 
これにより、弁理士・弁護士の作業時間は従来の 30～70%削減可能と試算され、質的向上
（見落とし激減、論理の深さ向上）も同時に実現している。 
 

Gemini 3 Pro の技術仕様（2025 年 11 月時点公式発表値） 

 

 

項目 Gemini 3 Pro Gemini 2.5 Pro（前世代主力） 主な改善点

コンテキスト
ウィンドウ

1,048,576トークン（実質1M） 1M（ただし処理精度が低い）
長文脈理解精度が劇的に向上（MRCR

v2 1MでSOTA）

マルチモーダル
テキスト・画像・動画・音声・PDF・

コードをネイティブ同時理解
対応していたが精度不足

Video-MMMU 87.6%（+4pt）、
MMMU-Pro 81%（+13pt）

推論能力
GPQA Diamond 91.9%、AIME 2025
95%（Deep Thinkモードで100%）

GPQA 86.4%、AIME 88% 法的・技術的推論でPhDレベル到達

コーディング/
エージェント

SWE-bench Verified 76.2%
（+16.6pt）

59.60%
複雑なクレームチャート自動生成が実

用的



従来 AI の限界と Gemini 3 Pro による克服状況 

 
従来の AI（GPT-4o、Claude 3.5、Gemini 1.5/2.0系を含む）は、IP 実務において以下の致
命的限界を抱えていた。 
 
- 特許図面・フローチャートの意味理解がほぼ不可能（画像を「見ているだけ」で構造・動
作を把握できず）。 
- 長大な包袋（数千～数万ページ）で文脈が途中で切れ、文脈保持失敗が頻発。 
- 法的推論が浅く、クレーム解釈に一貫性がなく、実務で信用できないレベルだった。 
 
Gemini 3 Proはこれらをほぼ全て克服し、以下のように実務を変革している。 
 

IP業務カテゴリ 従来 AI の限界 Gemini 3 Proによる変革（実証済みユースケー
ス） 

先行技術調査 キーワード依存、見
落とし多発、図面無
視 

図面＋説明書を同時解析し「機能的同等性」を
概念レベルで判定。動画マニュアルも証拠とし
て使用可能（Video-MMMU 87.6%により） 

意匠・商標調査 画像類似度のみで意
味的類似性が判断不
能 

画像＋記述＋使用態様を統合判断。商標の印
象・コンセプト類似性まで評価可能 

侵害/無効判断 クレームチャート作
成に人手必須、論理
矛盾多発 

クレーム逐一解釈→構成要件対比表自動生成
→侵害/非侵害論理を自然言語＋表形式で出力
（SWE-bench 76.2%により複雑表作成が極め
て高精度） 

包袋・ポートフ
ォリオ分析 

数千ページでコンテ
キスト崩壊 

1M トークンで訴訟記録全体を一括読み込み、
矛盾点・有利証拠を網羅的に抽出（Vending-
Bench 2 で長期的論理追跡が証明済み） 

新規性・進歩性
予備判断 

表面的、法的ニュア
ンス欠如 

PhD レベル推論（GPQA 91.9%）により、微妙
な進歩性否定論理まで構築可能 

 

特に革新的な新ユースケース（2025 年 11 月現在、既に実務導入事例あり） 

 
1. 図面・動画同時解析による先行技術調査   
   従来不可能だった「動作動画を含む先行技術」を証拠として使用し、方法クレームの侵



害判断を大幅に精度向上させる。 
 
2. 全包袋一括読み込みによる訴訟戦略構築   
   米国訴訟の Discovery資料（数万ページ）＋全引用文献を一括投入し、「最も有利な無効
材料トップ 10」を論理付きで抽出。 
 
3. クレームチャート完全自動生成   
   対象特許＋被疑製品マニュアル（PDF を投入するだけで、構成要件ごとの一致/不一致
表＋論理説明を出力（誤謬率が従来 AI の 1/5以下に）。 
 
4. ポートフォリオ全体の弱点自動診断   
   自社特許 1000 件＋競合特許 2000 件を一括分析し「権利行使可能特許」「死に特許」「補
正候補」をスコア付きで抽出。 
 
5. 概念検索の本格実用化   
   「無線電力伝送による体内医療機器充電」といった抽象的概念で、従来キーワードでは
ヒットしなかった海外文献まで網羅的に発見。 
 

結論：知財実務の構造的変革 

 
Gemini 3 Pro は、従来「弁理士・弁護士の頭脳にしかできなかった」高度な法的・技術的統
合判断を、初めて実務レベルで代替可能にした。これにより知財部門は以下の構造変化を迎
えている。 
 
- ルーティン作業（先行技術調査、クレームチャート作成）が 80%自動化。 
- 人間は「戦略立案」「交渉」「最終判断」に集中可能に。 
- 中小事務所でも大事務所並みの調査品質が実現（コスト 1/10 以下）。 
- 訴訟での勝率向上（包袋全体解析による見落としゼロ化）。 
 
2025 年 11 月 20 日現在、既に複数の大手法律事務所・知財部が Gemini 3 Pro（Vertex AI
経由）を本番導入し、従来比 50～70%の工数削減と判断品質向上を報告している。知財実
務はまさに「職人技の時代」から「AI 協働の時代」へとパラダイムシフトを起こしている。 
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